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fl論文内容の要旨)
自然言語に乱ﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞ､すなわち同じ意味を共有する義層的に異なる表現､

が存在するo同じ意味を様々な表現で表すことができるということは自然言語の表

現力の豊富富を示すものであるが､ -方で自然言語処理の性能を低下苫せる-韓と

夜るoこの封処のために､ｼｿ-ﾗｽなどの言語賃蘇が構築されているが､それら

は況摺的惜報を記述しているために､特定分野や特定ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝにとって充

分な効果を持っていない｡

本論文の目的娃､ｺ-ﾊﾟｽに基づくﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞの獲得ならびにその磯械帝訳へ

の適招であるo本論文では､語褒的ﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞ獲得と文ﾚﾍﾞﾙﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞ獲得

の2種類の方式を握案するo南手法は義層的処理に基づいており､ｺ-ﾊﾟｽ以外の

資蘇を必要としない.本論文で凱人手によるﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞの分析､語嚢的ﾊﾟﾗﾌ

ﾚ-ｽﾞ獲得､類魁文検索､の3点について述ぺるo

Å手によるﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞについては､ 2種類の研究について報告する｡この研究

で凱弼Å事によるﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞで軌どのよう覆ﾀｲﾌﾟのﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞが多く行

われるか､桝Å手によるﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞを機械翻訳に与えた鎗翻こどの程魔の効巣が
得られるか､について榛証する｡

凍に､ﾊﾟﾗﾚ舟ｺ-ﾊﾟｽから語費的ﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞを獲得する方法について述ぺる｡

提案手法は以下の特晶を持つo (13磯能語に問連するﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞを獲得できるo

(2)単言語からの観点だ柑で覆く､対訳的観点から見て同義であるﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞが茸

得できる｡ｺ-ﾊﾟｽ申に存在するﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞを単-の表現に置き換えることによ

り､ｺ-ﾊﾟｽ申のﾃｷｽﾄを簡潔化することがで普るoこの簡潔化により､ｺ-ﾊﾟ

ｽに基づく機械細訳の性能を向上苫せることができる｡

最後に､単言語ｺ-ﾊﾟｽから類似文を検索する方法(文ﾚぺﾙのﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞ)に

ついて述ぺる｡握案手法は､収集が容易である単言語ｺ-ﾊﾟｽを摺いることと､語

貞ﾚﾍﾟﾙを超えるﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞを獲得できるという特徴を僚えている｡ 3種類の主

要夜方式について既較実験を行い､類似文検索方式としてN瑠ramの共通部分に基

づく方式を採周してむ､るo本芋法を以下の2適りの方法で磯械翻訳に適頗したo -

つはÅ力文の前編集として利用する方法である｡与えられたÅ力文が葡訳不能であ

る場合に､翻訳可能覆類似文を検索し､それを磯械翻訳に渡すことで翻訳不能文を

顧訳することが可能となる｡もう-つは､周例細訳の類似度欝出に用いる方法であ

るo奉手法妄孟長文や文体の違いにﾛﾊﾞｽﾄな検索を実現しており､従来手法と比較

して広いｶﾊﾞﾚｯｼﾞを実現している｡



(論文審査結巣の要旨)

平成16年7月20日に開催した公聴会の結果を参考に平成16年9月14日に本博士

論文の審萱を行ったむ以下のとおり､奉博士論文は､提案老が独立した研究者とL･

て､研究活動を続けていくための十分な素義を備えていることを示すものと認めるo

下鯉光夫は､奉博士論文において､ﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞを利摺することによって機械翻

訳ｼｽﾃﾑのｶﾊﾞﾚ-ｼﾞを向上させ､翻訳性能を改善する手法を提案した｡また､

訳出性能の向上を様々な観点から評価している｡まず､本論文では､ﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞ

のﾀｲﾌﾟを､語費ﾚべﾙ､構文ﾚﾍﾟﾙ､および文ﾚﾍﾟﾙに分類し､特に機械翻訳の

性能向上のために､語嚢ﾚべﾙと文ﾚﾍﾞﾙのﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞをｺ-ﾊﾟｽから自動獲得

する芋法を提案した｡

i.語嚢ﾚぺiL7のﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞ獲得で毒ま､翻訳結果を共有する_対訳ｺ-ﾊﾟｽから､

前榛文蘇を考慮した語嚢ﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞを抽出する方法を示し､その有効性を評

髄した.

2.文ﾚﾍﾟﾙのﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞ利用では､単語N-gramに基づいて文間の類似塵を定

義し､磯械帝訳ｼｽﾃﾑにとって葡訳不能な文に.対して類似した葡訳容易文を

検索し､その結果を翻訳ｼｽﾃﾑに人力することで翻訳ｼｽﾃﾑのｶﾊﾞﾚ-ｼﾞ

を拡太することに成功した.また､類似度尺度を用いることで､周桝に基づく

機械翻訳や統計機械翻訳の性能向上が可能であることを示した｡

このようにﾊﾟﾗﾌﾚ-ｽﾞを摺いることによって機械翻訳ｼｽﾃﾑの性能向上を達

威した本論文の握案芋法は実招的であり､かつ､新窺性もあり､磯械翻訳技鮪の分

野に凝いて高い責献があると評価する｡

よって､本論文は､博士(工学)の学位論文として価倍あるものと認めるo


